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ともに (Procter，1978~ Feinsinger， 1983) 、応用上も、作物の受粉・結実を
管理するための基礎理論づくりに不可欠である (Holm，1966~ Martin & 









































































































































1983・Kochmer& HandeL 1986: Yumoto. 1986. 1987イ也)。 しカミし、 こうした
研究の多くは見虫の分類や生態に関する分析に不完全な部分が残る。一方、
多くの昆虫学者がミツバチ上科(=ハナバチ類)など特定の分類群の訪花
昆虫に着目して、その地域群集を調査してきた (Heithaus，1979; lkudome， 
1978; Matsuura， et al.， 1974; Molde汰e，1976; SakagaITU， 1967; SakagaITU & 










を主体とした冷涼な原生植生である (Katoet al.， 1990)。貴船は、京都市
左京区の北部にあり、中程度の人的撹乱を受けた地域である (Inoueet al.， 
1990)。京都大学は京都市左京区の市街部にあり 、隣接する吉田山には自
然植生も残るものの大学構内の植物園や演習林本部試験地内に人工的に栽























体とした林の中にコナラ類 (Quercusspp. )やスギ(Chryptomeria 
japocniω) が混在し、沢沿いにはトチノキ (Aesuculusturbinata)やサワグ
ノレミ (Pterocarya rhoifolia) が生える(図 2-2)。林内の維管束植物は







芦生は、その緯度(北緯 350 20')や標高 (620-959m) の害IJには北方系
の植生を多く含んでいる。これは、冬季に雪が多く、年間を通して比較的
冷涼な気候条件のためである(図 2- 3、KyotoUniv. Reserch Forest， 
-9-
1987)。積雪は 12 月 ~3 月にわたり、 2m以上にも達する。年間降水量
は1869mmに達し、春から初夏にかけてと、 9月には月の内、 14日以上
が雨である。 8月は比較的晴天日が多いが、京大構内の演習林本部試験地
に比べると 60Cほど気温が低い (2-3-1 (1)参照)
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昆虫の訪花を確認した花は全部で91種、 71属、 38科であった(表 2-
1 )。このうち、 18種が高木、 15種が低木、 7種が 1年草、 2種が 2年草、
46種が多年草、 3種がつる性植物であった。繁殖システムで見ると79種が








吉村 (1965) の植生調査によれば、ブナ (Faguscrenαta) と、スギ
( Chryptomeria japocnica ) 、 ミズナラ(Quercus mongolica var 




(Hamamelis japonicα) 、アズキナシ (Sorbusalnifolica) 、リョウブ
(Clethra barbinervis) 、イタヤカエデ (Acermono) 、オオモミジ (A.
palmatum) 、コハウチワカエデ (A.sieboldianum) 、コノ〈ノトネリコ













ヒキ (Antenoronfiliforme) などの 1個体しか採集されない種もあれば、
シャク (Anthriscusaemula)のように457個体も採集された種もあった。こ
うした違いはその種類の植物が地域全体の訪花昆虫に利用される程度を反









しかし、ツリフネソウ (Impatienstextori， H=0.64， Hmぽ=l.10)やカガノ



















1 Magnol1a sal1clfol1a 
0.00 0.00 N H P Epi 
BKRBKRIDACKAK 
2 Eplmedlum grandlflor山百







3 Anemone flacclda 
FUMARIACKAK 
4 Corydal1s l1nearl1oba 
















































































6 Castanea crenata 
POLYGONACKAK 
7 Antenoron fl11forme 
8 Blstorta tenulcaul1s 
9 Perslcarla aestlva 
10 Perslcarla pubescens 
11 Perslcarla sentlcosa 
12 Perslcarla thunbergll 
13 Reynoutrla japonlca 
キプシ科
キプシ 0.69 0.69 N D Stac 
STACHYURACKAK 

















































15 Symplocos chlnensls 
VIOLACKAK 
16 Vlo1a grypoceras 
17 Vlo1a kusanoana 
18 Vlo1a vaglnata 
19 Vlo1a verecunda 
ヤナギ科
ネコヤナギ 2.89 2.39 51 18 N D s Sali 
SAL1 CACKAK 
20 Sal1x gracl11styla 
























































































22 Lyslmachla cletbroldes 
ROSACKAK 
23 AgrlfT1(コnlapl10sa 
24 Aruncus dlolcus 
25 Geum japonlcum 
26 Prunus lnclsa 
27 Prunus sal1clna 
28 Prunus Gr~ana 
29 Rosa multlflora 
30 Rubus l11ecebrosus 
31 Rubus mlcropbyllus 
32 Rubus palmatus 
33 Rubus parvlfol1us 








34 Astilbe thunbergii 
35 Cardlandra alternifolia 
36 Deutzia crenata 
37 Hydrangea hlrta 
38反ydrangeamacrophylla 





































































40 Desmodlum podocarpum 
41 Lespedeza bicolor 





















































47 Euonymus alatus 





















50 Ampelopsis brevlpedunculata ノブドウ
RHAMNACKAK 
49 Hovenia tomentel1a 
2.30 2.25 12 10 N 日L Ampe 






51 Aesculus turblnata 





52 Acer ruflnerve 
ANACARDIACKAK 
53 Rbus jav回 ica























55 Phel1odendron amurense 




56 Geranlum nepalense 





57 Oxal1s grlfflthll 
BALSAMlNACKAK 
58 Impatlens nol1-tangere 





















































60 Angel1ca polymorpba 
61 Angel1ca pubescens 
62 Anthrlscus aemula 
63 Cryptotaenla japonlca 
64 Spurloplmplnella nlkoensls 











65 Trlpterospermum japonlcum 












































67 Caryopterls dlvarlcata 
LABIATAK 
68 Cllnopodlum mlcrantb山百
69 Rabdosla longltuba 
70 Rabdosla trlcbocarpa 
71 Salvla glabrescens 
オオバコ科





72 Plantago aslatlca 
CAPRIFOLIACKAK 
73 Vlburnum pllcatum 






































































































75 Patrlnla vl110sa 
cα'1POSITAK 
76 Adenocaulon blmalalc山百
77 Alnsllaea acerlfolla 
78 Aster glehnl 
79 Cacalla delphlnllfolla 
80 Carpeslum dlvarlcatum 
81 Clrslωη japonlcum 
82 Clrslum kagamontanum 
83 Ixerls dentata 
84 Kalln賠 rlsyomena 
85 Petasltes japonlcus 
86 Slegesbeckla orlentalls 





























88 Commelina communis 
LILIACKAK 
89 Dlsporum sessile 
90 Polygonatum macranthum 







































林床では、コアジサイ (Hyd1)やヤマアジサイ (Hyd2) などの低木が 7
月ごろまで次々と開花した。また、沢沿いでは、 5月のおわりごろトチノ
キ (Aes1)が開花し、タニウツギ (Wei) がこれに続いて開花した。 8月
以降に開花しはじめる木本類はキハダ (Phe) とヌノレデ(即lU) の2種の
みだったが、 7~8 月以降、ヒカゲミツバ (SpU) 、アキチョウジ






を違えて咲き分ける場合があることが知られている (Waser& Real， 1979 
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昆虫の目別の種数を見ると双麹目がもっとも多く (296種、 41.20/0) 、
膜麹目(188種、 26.60/0) 、鞘麹目 (135種、 18.80/0) 、半麹目 (39種、
5.40/0)、鱗麹目 (28種、 2.1%)と続く(図 2-7，表 2-2)。これら
5目で全体の94.1%をしめる。採集された個体数で見ると膜麹目がもっと
も多く (948個体、38.60/0) 、双麹目 (869個体、 35.30/0) 、鞘麹目 (434個

































真正クモ自 12 12 ;) 
昆虫綱
カゲロウ目 1 1 1 
カワゲラ目 243 
直麹目 ;) 7 6 
半麹目 39 126 25 
カメムシ手ヰ 699 
ナガカメムシ科 242
ノ、ナカメムシ科 1 1 1 
メクラカメムシ手ヰ 14 54 20 
アワフキムシ科 233 
コガシラアワフキ科 1 1 1 
オオヨコバイ科 222 
カンムリヨコバイ科 1 1 1 
シダヨコバイ科 1 1 1 
ヨコノくイ手ヰ 4 40 3 




脈麹目 1 1 1 
長麹目 4 19 4 
毛麹目 343 
鱗麹目 28 33 16 
















































オドリパエ科 34 88 18 
アシナガノくエ科 43 
ヤリパエ科 2 17 3 
ノミパエ科 141 
アタマアブ科 1
ノ¥ナアブ科 58 228 53 
メバエ科 5  
ミバエ科 5 5
シマバエ科 10 18 7 
クロツヤパエ科 554 





キモグリパエ科 16 29 10 
クチキバエ科 5 79 13 
フンバエ科 132 
ノ¥ナパ工科 27 92 15 
イエバエ科 55 
ヤドリパエ科 31 34 15 
ヒラタハナパエ科 254 
クロバエ科 6 120 10 
ニクバエ科 8 9 6 
鞘麹目 135 434 34 
オサムシ科 222 
シデムシ科 111
ノ¥ネカクシ科 4 39 6 
デオキノコムシ科 11 37 12 
コメツキムシ手ヰ 10 29 23 
タマムシ科 233 
ホタル科 2
ジョワカイボン科 8 42 10 
ベニボタル科 4 6 4 
カツオブシムシ科 1 1 
キスイモドキ科 222 
ジョウカイモドキ科 1




ノ¥ムシダマシ科 3 17 7 
クチキムシ科 1 2 
アカハネムシ科 11 
ノ¥ナノミ科 8 35 12 
ノ¥ナノミダマシ科 1 1 
クピナガrムシ科 253 
カミキリモドキ科 8 25 7 
カミキリムシ科 26 83 18 
ハムシ科 18 50 17 
オトシブミ科 222 

















































































































































や貴船Sakagami & Fukuda， 1973) 




( 51種、や岐阜3 2 -
和歌山Yamauchi et al.， 1974) 
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その後、 4にいたるまで増加し、 5以降、緩やかに減少する(図 2-10
(a))。このことから、 2クラスターに分けるのが適当と考えらる。 2ク
ラスターには、タデ科 (Polygonaceae) 、セリ科 (Umbel1iferae) 、ブドウ
科 (Vitaceae) 、スイカズラ科(Caprifoliaceae) などの20科からなるクラ
スター 1とシソ科 (Labiatae) 、ユリ科(Liliaceae )、 トチノキ科
(Hippocastaceae) 、ツリフネソウ科 (Balsaminacea) 、リンドウ科
( Gentianacea) など18科からなるクラスター 2に予測値約0.6で分かれた




る(図 2-1 1 (a)) 0 3クラスターにはユリ科 (Liliaceae) 、 トチノキ科
(Hippocastaceae) 、ツリフネソウ科 (Balsaminacea) 、リンドウ科
(Gentianacea) など 8科からなるクラスター 1と、タデ科














12 11 10 9 5 6 7 8 
クラスター数
4 3 2 
。
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12 11 10 9 
クラスター数

































































































































































(Labiatae) 、キク科(Compositae) など 6科からなるクラスター 3とに、









( Gentianacea) など 3科からなるクラスター 1と、ユリ科 (Liliaceae) 、
ツリフネソウ科 (Balsaminacea) など3科からなるクラスター 2とトチノ
キ科 (HJppocastaceae) 、タデ科 (Polygonaceae) 、セリ科 (Umbelifecae) 、
ブドワ科 (Vitaceae) 、スイカズラ科(Caprifoliaceae) などの32科からな





る(図 2-1 3 (a))。このことから 2クラスターに分けるのが適当と考



































































































































































































































































































































































その後は余り変化しない(図 2-1 4 (a))。このことから 2クラスター













o 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 
クラスター数


























































































































































































































































































































































傾向にあり、分離クラスター数を決めがたい(図 2-1 5 (a) 。しかし、
細かくみるとクラスター数3で、極ノ川直をとり、 4で極大値をとる。そこで、
3クラスターに分けた場合と、 5クラスターに分けた場合をともに考えて







































































































































































































































































































































































ウ科)など 9種からなるクラスター 2とクロバナヒキオコシ (Rab2、シソ
科)、シャク(ゐ1t、セリ科)、タニウツギ (Wei、スイカズラ科)、ノブ
ドウ(Ampe、ブドウ科)、ミゾソパ (Per4、タデ科)など66種からなる
クラスター 3に分かれる(図 2-1 5 (b)) 0 5クラスターに分ける場合
は、クラスター 1とクラスター3がそれぞれ2つになる。この樹上図は花






























































1 1 1 



















































真性クモ目 0.2664 0.0092 
カゲロウ目 0.1668 -0.6556 
カワゲラ目 0.2367 0.0087 
直麹目 -0.1122 -0.0043 
半麹目 0.3354 0.0124 
脈麹目 O.凶68 ・0.6556
長麹目 0.2206 0.0076 
毛麹目 0.2386 0.0094 
鱗麹目 0.3688 0.0138 
双麹目 0.5917 0.0273 
鞘麹目 0.5155 0.0231 





場合、 3つのクラスターに分かれた (2-2-2 (2)参照)。各観察対
象を第 1、第 2正準変数による座標平面上にクラスター番号で示すと、図




























































































44 _一一一ー ーー ーー ーー ーー 且ー・-~ミヤママ lレハナパチ ・0.681 圃ト ラマルハナパテ 0.71_ 




















正準変数ではミヤママノレハナバチ (-0.68) とトラマノレハナバチ (0.71) で
大きく、第 2正準変数でもミヤママノレハナバチ (-0.63) とトラマノレハナ





ラスター 2 (ユリ 科、 ツリフネソウ科など)はトラマノレハナバチが多く、







































































































場合、 3つ、または、 5つのクラスターに分かれた (2-2-2 (2)参
照)。各観察対象を第 1、第2正準変数による座標平面上にクラスタ一番
号で示すと、 3つのクラスターに分けた場合、図 2-2 1 (a)のように右

















の45印 1-.ミヤママlレハナパチ 0.56.~ ーー 一ー一ー ーー ーー ーー 一..... 一
。~園トラマJレハナパチ
































対し、 5クラスターに分けた場合には、図 2-2 1 (b)のようにクラス

















































































































































3 Anemone flaccida 
FUMAR 1 ACEAE 
4 Corydalis lineariloba 

































7 Antenoron filiforme 
8 Bistorta tenuicaulis 
9 Persicaria aestiva 
10 Persicaria pubescens 
11 Persicaria senticosa 
12 Persicaria thunbergii 









































15 Symplocos chinensis 
VIOLACEAE 
16 Viola grypoceras 
17 Viola kusanoana 
18 Viola vaginata 

































































22 Lysimachia clethroides 
ROSACEAE 
23 Agrimonia pilosa 
24 Aruncus dioicus 
25 Geum japonicum 
26 Prunus incisa 
27 Prunus salicina 
28 Prunus Grayana 
29 Rosa multiflora 
30 Rubus illecebrosus 
31 Rubus microphyllus 
32 Rubus palmatus 
33 Rubus parvifolius 






























34 Astilbe thunbergii 
35 Cardiandra alterniIolia 
36 Deutzia crenata 
37 Hydra~ea hirta 
38 Hydra~ea macrophylla 











40 Desmodium podocarpωη 
41 Lespedeza bicolor 























43 Ala~ium plataniIolium 
CORNACEAE 
44 Aucuba japonica 
45 Swida controversa 





























50 Ampelopsis brevipedunculata ノブドウ
RHAMNACEAE 




































52 Acer rUIinerve 
ANACARDIACEAE 
53 Rhus javanica 




















































58 Impatiens noli-ta~ere 
























60 A~elica polymorpha 
61 A~elica pubescens 
62 Anthriscus aemula 
63 Cryptotaenia japonica 





















































67 Caryopteris divaricata 
LABIATAE 
68 Clinopodium micranth山 7
69 Rabdosia lo~ituba 
70 Rabdosia trichocarpa 





















72 Plantago asiatica 
CAPRIFOLIACEAE 
73 Viburnum plicatωη 































































75 Patrinia vil10sa 
COMPOSITAE 
76 Adenocaulon himalaicum 
77 Ainsliaea acerifolia 
78 Aster glehni 
79 Cacalia delphiniifolia 
80 Carpesium divaricatum 
81 Cirsium japonic四
82 Cirsium kagamontanum 
83 Ixeris dentata 
84 Kalimeris yomena 
85 Petasites japonicus 
86 Siegesbeckia orientalis 


























88 Commelina communis 
LILIACEAE 
89 Disporum sessile 
90 Polygona tωη macranth凹 1










































































Snowy 。 。N S J J A 
Month 









定量化のため、 1種の植物での 1回の採集時間を約 10分間とした。
採集調査は4月一 11月の問、原則として週に 1-2回、晴天の日を













を多様度指数万を用いて評価した (2-2-1 (1) 、式2-1)。
( 2 )結果・考察
.虫媒花相
昆虫の訪花を確認した花は全部で113種、 92属、 48科であった(表 2-
9)。このうち、 25種が高木、 49種が低木、 5種が 1年草、 3種が 2年草、
25種が多年草、 6種がつる性植物であった。繁殖システムで見ると 107種










年 調査開語 調査時間調査地 年 調査開始 調査時間調査地
月 日 時亥lJ (分) BEY 月 日 時亥lJ (分) BEY 
1985 6月 2 10:00 120 * 
4月 9 13:00 120 ** 3 11: 00 90 * 
19 6:00 180 牢牢* 11 9:00 180 *本
25 13:00 180 *本* 26 13:20 45 牢事
26 9:00 60 本* 7月 13:20 70 本牢本
5月 14:00 105 事事本 4 9: 10 60 ** 
4 7:30 120 本牢* 12 13:00 60 ** 
9 13:30 120 本*本 17 12:50 25 本
12 7:20 130 牢牢牢 19 8: 15 95 *，幹事
16 13:30 60 本牢* 23 13: 10 45 事事
18 7:20 130 牢牢* 30 13: 10 60 事牢本
22 13:30 130 本* 8月 つ 6・40 55 ヨド**
26 7:00 150 *牢牢 7 13: 10 45 本*
29 13: 15 105 牢牢牢 10 10: 10 30 本*
31 7:00 70 本事 13 13・00 55 ** 
6月 5 13:00 105 本木牢 18 9:30 45 *牢
7 7:00 90 本牢本 22 13:35 30 牢*
14 9: 15 110 *コド 27 13:30 65 本**
15 13:00 105 本本牢 31 9:00 75 *本本
19 13:00 110 *本本 9月 5 13:30 40 事*
26 13:00 90 牢牢牢 11 9:30 70 ** 
7月 5 9: 15 55 * 26 13:20 55 牢事*
10 12:55 60 *牢* 1 0月 4 13: 15 45 本**
19 13 :20 75 **本 14 13:25 50 牢*
20 7:00 60 本牢 20 13:00 35 本市
24 13: 10 70 本本本 27 13:45 35 *本
26 6:55 65 *本本 30 10:30 15 * 
31 13: 15 45 * 1 1月 20 13:55 20 * 
8月 3 7:05 55 牢牢 1987 
7 13:05 55 牢本牢 4月 8 13:30 65 *事
10 7: 10 110 本本牢 16 13:20 85 ヨド**
14 12:50 70 * 22 13:55 45 *牢
17 7:00 85 牢牢牢 30 14:05 30 本
21 13: 10 55 * 5月 6 13: 20 60 市牢
24 7:20 50 牢* 16 10:40 55 牢*
28 13: 15 75 牢申* 28 9:25 130 *牢*
30 7:20 60 牢牢* 28 13:10 110 牢ヰホ
9月 3 13 :00 75 宜牢ヨド 6月 5 13: 10 110 *本牢
9 7:05 75 牢申* 16 13 :30 45 本本
12 13:00 85 *牢* 17 10:30 70 * * 
19 13: 10 95 *牢* 23 13 :00 80 ヨド*牢
30 8:50 30 牢本本 26 10: 15 30 * 
1 0月 2 12: 10 70 *牢 30 13:55 30 牢
7 8:50 50 牢本 7月 7 13:40 30 * 
14 12:35 65 本牢* 10 9: 15 75 現ド
18 9:00 40 本事 23 13: 10 45 ヨド申
21 12:45 65 本** 25 10:40 40 * ョド
24 8:55 40 本本 8月 13:50 20 * 
28 13:00 40 牢牢 6 13 :45 45 *本
31 9:25 45 * 14 13:25 25 * 
1986 15 13:40 40 *ョド
4月 12 13: 10 50 * * 20 13: 00 40 * 
16 13:25 65 本事事 26 13:05 45 *本本
21 13:05 65 *牢牢 9月 4 13 40 * 
24 11:25 35 * 14 13 50 本事
29 13:40 70 * 21 13:30 25 * 
30 8: 10 90 本コド* 29 13.05 35 ヨド*
5月 7 14:30 45 本* 1 0月 7 13:35 55 *牢本
12 8:40 80 牢** 14 13:35 85 * 
15 13:30 60 本事* 19 13:05 75 本*
25 11:00 60 * 23 13: 15 25 本市
26 9:30 120 * * 
??? ?









































1 C1annamomum camphora 
BKRBKRIDACKAE 
2 Berber1s thunbergi1 
3 Hahon1a Japon1ca 
4 Nand1na domest1ca 
臥即NCULAC臥 E キンポウタ事
5 Ranuncu1us s11er1fo11us キツネノボタン 0.69 0.69 N H P Ran 






6 Ste11ar1a med1a 
0.00 0.00 H P Phy 
PHYTOLACCACKAE 
































8 Bese11a rubra 
POL YGONACKAE 
9 Pers1car1a thunberg11 
10 Persicar1a yokusaiana 

























12 Came111a japon1ca 
13 C8Jηell1a sasanqua 
14 Stewart1a monade1pha 
オトギリソウ科







16 T111a Japon1ca 

















ムクゲ 1. 39 1. 24 H s Hib 
MALVACKAE 
18 H1biscus syriacus 






19 U1mus dava1d1ana 
0.00 0.00 N 日P Vio5 
VIOLACKAE 

























21 Idesia polycarpa 
CRUCIFKRAE 
22 Cardam1ne regel1ana 
23 Ror1ppa lndlca 








24 Enkianthus perulatus ドウダンツツジ
25 Lyonia ovalifolia ネジキ
26 Plerls japonlca アセビ
27 Rhododendron macrosepalumモチツツジ
28 Rhododendron m山 ronata ヒラドツツジ
29 Rhododendron oomurasakl オオムラサキ



















































































































31 Kerria japonlca 
32 Malus hal11ana 
33 Photlnia glabra 
34 Prunus tOf1沼 ntosa
35 Prunus spachlana 
36 FYracantha angustlfolia 
37 FYracantha crenulata 
38 Rosa borbonlana 
39 Splraea bl山甘ei
40 Spiraea cantonlensls 
41 Splraea thunbergil 

















































43 Deutzla gracl1ls 
44 Deutzla crenata 
45 Deutzla scabra 
46 Deutzia maxlmowicziana 
47 Hydrangea macrophylla 
48 Itea parvlflora 






















































50 Astragalus slnlcus 
51 Cercls s111quastr山百
52 Cladrastls sikoklana 
53 Desmodl凶百 podocarpum
54 Indlgofera tlnctoria 
55 Lespedeza thunbergll 
56 Trlfoll山百 repens
57 Wlsterla floribunda 







































59 Edgeworthla chrysantha 
CORNACKAE 
60 Aucula Japonlca 
61 Swida macrophylla 
62 5νlda stlonlgera 





63 Elaeagnus multlflora 







ツルマサキ 0.00 0.00 J H Euo 
CKLASTRACKAK 
64 Euonymus fortunel 






65 I1ex serrata 
1. 61 0.90 20 J D Sec 
KUPHORBIACKAK 
66 Securlnega suffrutlcosa 






67 C~ratla japonlca 





68 Aescu1us carnea 
ANACARDIACKAK 
69 Rhus javanlca 























71 Cltrus tachlbana 
OXAL1 DACKAK 
72 Oxa11s cornlcu1ata 


















ヤツデ 1.10 1. 04 J H s Fat 
ARALIACKAK 
74 Fatsla japonlca 





























































76 Buddlela davldll 
OLKACKAK 
77 Forsythia suspensa 
78 Frιxlnus grlfflthll 
79 Llgustrum japonlcum 
80 Llgustrum obtuslfol1um 
81 Syrlnga vu1garls 
ヒルガオ科
ヒルガオ 0.00 0.00 w 日Caly 
CONVOLVULACKAK 






























83 Ph10x subu1ata 
VKRBKNACKA.K 
84 Call1carpa japonlca 
85 C1erodendron trlchotomum 

















87 Veronlcastrum slblrlcum クガイソウ
88 Veronlca perslca オオイヌノフグリ














89 Campsls grandlflora 





90 Justlcla procumbens 
RUBIACKAE 
91 Paederla scandens 





































































93 Abel1a grandlflora 
94 Abel1a spatbulata 
95 Lonlcera morrowll 
96 Vlburnum dl1atatum 
97 Vlburnum erosum 
98 Vlburnum suspensum 


































































100 Aster ageratoldes 
101 Baccharls trlmera 
102 Clrslum nlpponlcum 
103 Coreopsls basal1s 
104 Ixerls debl11s 
105 Ixerls dentata 
106 Stenactls annuus 





108 Tradescantla ohlensls 



















110 Irls pseudacorus 


















112 Llrlope platypbyl1a 
1.10 0.90 8 N H P Splr 
ORCHIDACKAE 






















































レンギョウ (For) 、ユキヤナギ(Spi2) などの栽培されている低木の花





t.ll • '. 
，， ~ .s .，._.ー-
~・・ l "・3 ・ 6v.・ 0
c.・1 ・ 1
C..l ・ 1r. r 









hs . l 
"1. • 
L・-1 -・・ 1 
8・、.1 -一‘ ' 





0・u 一一一一一一ート 1 






Cパ ・ーー・ーー +ー・ 1 :， 1¥ ・・ー ・ 1 ，.・/. 






3・・ ・』ーー・・ t 
~ " 1 ・1
~ .. I I ・ 1
3・.， ・ー】Lーーーー・
1Ie，}【 ;
可・・ ←ー γ t "・・ I
"0 ・.--;-----ー 一ー一一ーーーーーーーーーーー -'ー ーー 一ー ・1
号、.J ・
S lV" • 
'・，< ・ 目
て・¥f • ， 
:，. .ー_
3・ψ 』 ・
. T" ~ ・ t
‘'・ 1 ・1、， .ー









-'1: ・ーー 一ー ・
104，，，，ー
;3H ・
I '+ll .. 一・
， ，・， -ー ーー 『
:，....一 '-_#， 
司・. -一一ー -
'It. ・~ -ー・-・_.___._砂ナー・ーー -0
C.ll 
..1， -一一一一・ 1 
c.・" ・ 1，.. ・
・4・ -"，11 _ _ ....__ 
a・・1 ーー一ー」ーー一ーー -ー
-l，t _一一'一一ー -ー---------，
'.d ーー 一ーー ・ 6 
9・d ・ E 
". 
一一一・ー→ : 
J.・ ， 一ーーーー ・，. ・ ，
""'.1 -・ 1
い も 一一一;亡，. ・ ，
"ぞ ・.-・-:.1 1. 
)... ・ー ー 一ー・ー -・，..¥ ' . 
.J.， lr 









(Trif) のように開花期間の長い種もある(それぞれ、 134日、 110日)。
6月にはいるとヤブガラシ (Cay、84日)、ニンジンボク (Vi旬、 110日)
などの開花期間が長く多数の訪花を受ける種が開花した。 7月以降9月頃
までは新たに開花する種は少なく、 5、6月から開花し続けている花が多










-2-2 (2) ) 0 2を底とした対数のオクターブに採集個体数ごとに分
けた場合、各オクターブに入る種数は正規分布の右側40.5%を切り出した




















麹目(107種、 33%) 、鞘麹目 (44種、 140/0) 、鱗麹目 (17種、 5.30/0)、
半麹目(15種、 4.60/0) と続く (図 2-28、表 2-1 0)。この 5目で
全体の910/0の種をしめる。採集された個体数で見ると膜麹目がもっとも多
く (1051個体、 500/0) 、鞘題目 (547個体、 260/0) 、双麹目 (334個体、
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鞘麹目 44 547 40 
エンマムシ科 1 1 1 
ノ¥ネカクシ科 1 1 1 
コガネムシ科 10 89 21 
コメツキムシ科 1 1 1 
タマムシ科 1 15 2 
マノレハナノミ科 22 
カツオプシムシ科 2 294 18 
ジョウカイモドキ科 1 1 1 
ケシキスイ科 353
ヒメハナムシ科 1 1 1 
ノ、ナノミ科 8 50 10 
カミキリモドキ科 1 3 1 
カミキリムシ科 3 3
マメゾウムシ科 76 
ハムシ科 5 72 19 
ゾウムシ科 2 2 
膜麹目 107 1051 94 
ハパチ科 7 33 7 
ミフシハパチ科 1 6 5 
コマユパチ科 333 
ヒメバチ科 1 1 1 
アシブトコパチ科 222
セイボウ科 1 2 2 
コツチパチ科 2 
アリ科 4 54 13 
ツチパチ科 6 43 9 
ベッコウバチ科 1 1 1 
スズメパチ科 14 65 15 
ドロパチ亜科 7 13 10 
スズメバチ亜科 7 52 18 
ジガバチ科 5 15 4 
ミツバチモドキ科 443 
コハナパチ科 13 101 40 
ヒメハナパチ科 9 59 18 
ハキリパチ科 17 254 17 
ケプカハナパチ科 1 205 43 
ケプカハナバチ亜科 3 60 13 
クマバチ亜科 5 140 34 
キマダラハナパチ亜科 355 
ミツバチ科 6 201 40 
マノレハナパチ亜科 4 62 19 
ミツバチ亜科 2 139 30 



























































ハナパチは62種採集された。こ の数は北海道 (122種、 Sakagami& 
Fukuda， 1973)や貴船 (72種、 Inoueet al.， 1990) 、高知 (68種、 lkudome，
1978)、芦生 (66種、本論文2-2-1)などで、のハナバチ相調査に比べ
ると少ないが、岐阜 (51種、 Yamauchiet al.， 1974) 、和歌山 (48種、
Matsuura e t al.， 1974)に比べると多い。
?? ???

































































































































































サカガミハキリパチ Megachileremota sakagamii 
ヒメツツハキリパチ Megachilesubalbuta 















ケプカハナパチ Anthophorapilipes vil10sula 3 4 1. 04 1.10 
ミツクリヒゲナガハナパチ Tetraloniamitsukurii l 10 0.00 0.00 
ニッポンヒゲナガハナバチ Tetralonianipponens 11 46 1. 67 2.40 
クマバチ Xylocopaappendiculata circumvolans 26 99 2.66 3.26 
エサキツヤハナパチ Ceratina esakii 1 1 0.00 0.00 
キオビツヤハナパチ Ceratinaflavipes 11 36 2.00 2.40 
イワタツヤハナパチ Ceratinaiwatai l 2 0.00 0.00 
ヤマトツヤハナパチ Ceratinajaponica 2 2 0.69 0.69 
ギンランキマダラハナパチ Nomadaginran 3 3 1.10 1.10 
ダイミョウキマダラハナパチ Nomadajaponica 1 1 0.00 0.00 
シラキキマダラハナパチ Nomadashepparadana okubira 1 l 0.00 0.00 
ミツバチ科 Apidae
オオマルハナパチ Bombus hypocrita hypocrita 7 16 1. 72 1. 95 
クロマルハナパチ Bombusignitus 9 17 1. 95 2.20 
トラマルハナパチ Bombusdiversus diversus 2 3 0.64 0.69 
コマルハナパチ Bombusardens 8 26 1. 94 2.08 
ニホンミツバチ Apiscerana japonica 23 92 2.73 3.14 









4 5 6 
月




























































場合、疑似t2統計量はクラスター数2と5で激減する(図 2-3 1 (a))。
このことから、 2または 5クラスターに分けるのが適当と考えられる。 2
クラスターに分ける場合は、 トチノキ科(Hippocastaceae) 、ブトウ科
(Vitaceae) など30科からなるクラスター 1とセリ科 (Umbelliferae) 、タ
デ科 (Polygonaceae) 、バラ科 (Rosaceae) など18科からなるクラスター
2に分かれる。 5クラスターに分ける場合は、クラスター 1が、さらに、
2つに分かれ、クラスター2がさらに3つに分かれる(図 2-3 1 (b) 。
花の科ごとの訪花見虫群集を昆虫の科別構成比でクラスター分析した
場合、疑似t2統計量はクラスター数2と6で激減する(図 2-3 2 (a))。
このことから、 2または6クラスターに分けるのが適当と考えられる。 2
クラスターに分ける場合は、セリ科 (Umbelliferae) など3科からなるクラ
スター 1とトチノキ科(Hippocastaceae) 、ブトウ科 (Vitaceae) 、タデ科
(Polygonaceae) 、パラ科 (Rosaceae) などの科からなるクラスター 2に
分かれる。 6クラスターに分ける場合はクラスター 2がさらに 5つに分か
れる(図 2-3 2 (b))。
花の科ごとの訪花昆虫群集を昆虫の種別構成比でクラスター分析した
場合、疑似t2統計量はあまり変化しないが、あえていえば、クラスター数
4で減少する(図 2-3 3 (a))。あえて、クラスター分けするとすれば、
4クラスターに分けるのがよいが、むしろ、明瞭なクラスター構造を持た
ない連続的な階層構造であると考える方がよさそうな樹上図がえられる
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10 9 8 
クラスター数
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2 クラスター分けするならば、。(図 2-3 4 (a)) の後の増減が著しい
クラスター分け自体があまり適当でないクラスターに分けるのがよいが、


















12 11 10 9 
クラスター数
6 5 4 3 
。




















































































































































































































































































する(図 2-3 5 (a))。あえていえば、クラスター数4と7での減少が
大きい。 4クラスターないしは 6クラスターに分けうるが、むしろ、明瞭
なクラスター構造を持たない連続的な階層構造であると考える方がよさそ






o 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 12 
クラスター数


















































































































































































































































































































































































2クラスターない(図 2-3 6 (a))。れほど顕著な傾向とはいいがたい
しは10クラスターに分けうるが、むしろ、明瞭なクラスター構造を持たな
(図い連続的な階層構造であると考える方がよさそうな樹上図がえられる
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12 11 9 8 7 
クラスター数









































































































































































































































































































































































































場合、 2または5クラスターに分かれた (2-3-2 (2)参照) 0 2ク
ラスターに分けた場合、各観察対象を第 1、第 2正準変数による座標平面










は、図 2-3 7 (b)のようにクラスター 1、クラスター 3、クラスター4
が分離されない。すなわち、 5クラスターに分けるのは不適当である。
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場合、 2または6クラスターに分かれた (2-3-2 (2)参照) 0 2ク
ラスターに分けた場合、各観察対象を第 1、第 2正準変数による座標平面














場合、 4クラスターに分かれた (2-3-2 (2)参照)。各観察対象を
第1、第 2正準変数による座標平面上にクラスタ一番号で示すとそれぞれ





























































































































ラスター分けであることが分かる(図 2-4 1)。種別構成比で 10クラ
スターに分けた場合もクラスター 2とクラスター 9のみが分離し、のこり
の8クラスターが 1カ所にかたまってしまい、不適当なクラスター分けで
あることが分かる(図 2-4 2 (b) 。ただし、種別構成比で 2クラス







































































































































































































































これについては後ほど考察する (2-4 (3) )。
芦生におけるマルハナバチ媒介植物ギノレド以外の植物、すなわち、ク




にだけ、送粉者の比率の高まる植物がある(本論文 3-2、Kakutaniet al.， 





















































































































































折率を利用した糖度計による花蜜や蜂蜜の糖度推定は、 Park( 1933) に
よってはじめてなされた。花蜜の中には煎糖にも、いくらかの単糖類が含
まれる場合があるが (Percival，1961) 、通常は花蜜を純粋な煎糖溶液と仮







































































































量を定性的に O~4 の 5 段階 (0 :まったくない， 1 ごくわずかに見ら
れる， 2 わずかに見られる， 3 多い， 4 きわめて多しi) に分けて記
録した。花序ごとのつぼみ数、花数、結実数を網かけ区12花序、訪花区18











た (1985年第 1調査区:網かけ区6花序，訪花区 7花序、 1985年第3調査


























































ヤブガラシの花は1985年には 6月15日から 10月10日まで、 1986年には
6月30日から10月10日まで開花した(図 3-2)。調査地全体では5ヶ月
にもわたる長い花期をもっていたが、同時に咲いている花は少なかった。





り平均5.56個 (S.E.=0.65，n=60)結実し、 1986年の第 1調査区では、平均
0.01個 (S.E.=O.Ol，n=98) しか結実しなかった。結実率以外の調査をしな









































155:t 10(7)→ o :t 0 (7) 
[0.05:t 0.03(76)] 
0(6) 0+ 122:t 27(7)→ 1 





3 114:t 16(5)→ 0.4:t0.2 (5) 
[0.68:t 0.13(107)] 
2(6)→ o :t 0 (6) 





0+ 85士山(3)→ 1 1986 































































































色の花弁(長さ 2"-' 3 mm) と花粉を生産中の 4本のおしべ(長さ 2"-'3
mm) が赤い花床(直径 2"-' 3 mm) についていた。この時、めしべは黄色




















1985年 8 月 23 日 ~24 日に測定した個々の花の花蜜量変化の代表例を図
3-5に示した。いずれの花の花蜜量も 15時ないしは17時に 1回と 1時に














3 7 11 15 19 23 
時刻






















j j 0.5 
23日開花 22日網かけ区

































時刻 (B1: 23日19時、 B2:24日1時、 B3: 24日13時)
網かけした日 (C1: 21日、 C2: 22日)




誤差項にプールすると(3 )のようになる。結論として要因B，-r1t p つ、
時刻のみが有意となる。
A 2 C 1 C 2 
B 1 0.05(9) 0.05(7) 
B 2 O. 25 (5) 0.60(4) 
B 3 0.05(4) 0.05(3) 
原表
A 1 C 1 C 2 
B 1 0.05(2) 0.05(1) 
B 2 0.30(3) 0.27(3) 
B 3 0.04(4) 0.05(3) 
( 1 ) 
F 
o . 5 7 
1 0 . 1 2 
o . 7 3 
o . 51
o .92 
o . 6 7 
V 
o . 007 
o . 125 
o .009 
o .006 
o . 011 
0.008 
o . 012 
，?
????S o . 007 
o .250 
0.009 
o . 013 
o . 011 







A x B 
A x C 




o . 7 5 
13. 41玄




o . 125 
o . 009 


























表 3-3 .各時刻閣の蜜の体積の差に関する t検定。自由度はWelch-Aspin法による。
時現j t 自由度 有意差
網かけ区
l時一 3時 1. 00 36 N.S. 
5時一 7時 1. 50 66 N.S. 
7時一 9時 5.50 65 本
9時-11時 2.90 72 本
11時一 13時 4.50 75 牢
13時一 15時 3.84 66 本
15時一 17時 0.79 108 N.S. 
17時一 19時 2.41 96 * 
19時一 21時 3.66 67 本
21時一 23時 2.42 71 本
訪花区
7時-9時 3.63 41 * 
9時一 11時 0.90 77 N.S 
11時一 13時 2.62 44 本
13時一 15時 3.33 41 本
15時一 17時 0.80 108 N.S. 
17時一 19時 1. 07 79 N.S. 
19時一 21時 1. 32 69 N. S. 































































のは鱗麹目 2種、鞘麹目 2種、膜麹目 19種(アリ 3種、スズメバチ12種、
ノ¥ナバチ4種)であり、 3つの科にまたがると思われる双麹目は未同定で
ある。このうち、ヤブガラシの花粉の体表付着が確認できたのはニホンミ
ツバチ (Apiscerana) のみであった。 目別の個体数を見ると、膜麹目が
104個体と全体の85%以上を占めた。膜麹目の中でも、特に、 トビイロケ








表 3-4. ヤブガラシ上で 1985年と 1986年に採集された訪花性昆虫。[ ]内は採
集個体数。( )内は花粉の付着を確認した個体数。多くの種類が採集さ
れたが花粉の付着が確認されたのはニホンミツバチだけであった。
1.傍題目 Lepidoptera [6] 
アゲハ Papilioxuthus [2] 
アオスジアゲハ Graphiumsarpedon 
2.精麹目 Coleoptera [4] 
マメコガネ Popilliajaponica 
未同定甲虫 [2J
3.鞘麹目 Hymenoputera [104] 
[2] 
ルリアリ Iridomyrmexglaber [2J 
[4 (0/1)] 
クロヤマアリ Formicajaponica [6 (0/3)J 
トビイロケアリ Lasiusniger [30 (0/5)J 
キオピッチパチ Scoliaoculata [4J 
クララギングチパチ Ectemniusrubicola [2 (0/2)J 
マルモンツチスガリ Cerisjaponica [4 (0/2)J 
キイロスズメパチ Vespasimillima xanthoptera 
コガタスズメパチ Vespaanalis [lJ 
[18 (0/3)J 
キボシアシナガパチ Polistesmandarinus [10 (O/l)J 
セグロアシナガパチ Polistesjadwigae [4J 
キアシナガパチ Polistesjokoh訓 ae [lJ 
コアシナガパチ Polistessnelleni [lJ 
フタモンアシナガパチ Polisteschinensis 
ハナダカパチ sp. Bernbix sp. [lJ 
コマユパチ sp. Braconidae sp.[lJ 
未同定寄生蝉 [lJ
[1] 
シロスジコハナパチ Lasioglossum (Lasioglossum) occidens [3 (0/2)J 
フタモンカタコハナパチ Lasioglossum (Lasioglossum) scitulim [lJ 
ニホンチビハナパチ Lasioglossum (Evylaeus) japonicum [1 (O/l)J 
ニホンミツバチ Apis cerana japonica [15 (2/3)J 
4.双麹目 Diptera [7J 
ハナアプsp. Syrphidae sp. [1] 
ヤドリパエ sp.Tachinidae sp. [2 ] 
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3 -3 ; Phoseolus coccineus， Willmer， 1980; Justicia aurea， Corbet & Willmer， 















( 3 "'-5日)の 2"'-'3%であった。開花は昼夜を問わずおこるので(図 3



























































































































ツリフネソウ属の花のうち、 lmpatienscapensis (=よ biflora)は、距の部
分が太く花蜜を計り易いため、よく花蜜量の研究に用いられる

































おこなった (2-2) 芦生演習林において1986年と 1987年におこなった。
調査対象としたパッチは長治谷作業所から200m以内の範囲にあった(図
3 - 1 3) 0 1986年には 2つのパッチ (AとB) で調査し、 1987年には4








ツリフネソウの花の調査は、 1986年は 9月17日から、 1987年は 9月 1
日から始めた。いずれの年にも、調査開始時に開花が始まっていたので、
前章までのように全体的な季節変化を解析することはできなかった。図鑑









































































































































































表 3- 6 . ツリフネソウ土で 1986年と 1987年に採集された訪花性昆虫。
[ J内は採集個体数。
1 .膜題目 [55J
トラマルハナパチ Bombus diversus [48J 
ミヤママルハナパチ Bombus honshuesis [2J 
オオマルハナパチ Bombus hY}コocrita [2J 
クロツヤハナパチ Ceratina megastigmata [lJ 
パラハキリパチモドキ Megachile tsuruge刀sis [lJ 
2 .鍔題目 [2J
ホシホウジャク Mauglossumpynhosticta [2J 
3 .双題目 [lJ
ヒラタアプ sp. 未同定
4 .半題目[1 J 
未同定
-142-
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バチ (Bombusdiversus) であった(表 3-6)。 トラマノレハナバチ以外の
マノレハナパチも吸蜜にきたが、その比率は低かった(ミヤママノレハナノくチ





8 '"'-'14時はほぼ同じぐらい(平均 1匹/回)ずつで、 15'"'-'16時にやや多く






















































ツリフネソウの花期は、 7月-9月(北村ら， 1961) 、ないしは、 8






















































































のと同じ芦生演習林 (2-2-1 (1)) 内の長冶谷作業所近くの 4本の
トチノキにおいておこなった。調査した4本のうち、 2本 (No.1， 2) は、























年 6月 3日から 6月16日、 1987年5月18日から 6月10日、 1988年5月19日
から 6月10日の期間、 1989年 5月23日から 6月16日の期間さきにのべた 4








実数の調査は1986年は 9月20日に、 1987年は 7月16日と 9月 3日の 2回、
1988年は 9月 3日に、 1989年は 9月15日におこなった。網かけ区10花序の
うち、 1花序 (No.3の木、両性花数22) には他の木 (No.2) の花粉を人
工的につけ、 9花序 (No.2の木に 1、NO.3の木に 7、NO.4に1)には、
それぞれ、同じ花序の花粉を人工的につけ、他家受粉と自家受粉の結実に








花序、 1987年NO.3に2花序、 NO.4に1花序、 1988年NO.2-4に各 2花
-162-
序、 1989年No.2とNo.3に 1花序、 No.4に 2花序)と訪花区39花序
(1986年No.1， 3に各 1花序、 No.2に4花序、 No.4に3花序、 1987年
No.3に3花序、 No.4に9花序、 1988年No.2に5花序、 No.3に4花序、








糖度計(アタゴ500) によって糖度を決めた。 1988年と 1989年には、ひ





















































つぼみ 咲きかけ さかり 終わりかけ
1986年
NO.1 -6/2 6/3-6/5 6/6-6/14 6/15-
NO.2 -6/2 6/3-6/5 6/6-6/14 6/15-
NO.3 -5/23 5/24-5/27 5/28-6/8 6/9-
NO.4 -5/21 5/22-5/25 5/26-6/5 6/6ー
1987年
NO.1 -5/21 5/22-5/25 5/26-6/8 6/9-
NO.2 -5/21 5/22-5/25 5/26-6/7 6/8-
NO.3 -5/23 5/24-5/26 5/28-6/6 6/8一
NO.4 -5/20 5/21ー 5/24 5/25-6/7 6/7ー
1988年
NO.1 -6/3 6/3 -6/7 6/7ー?( 6/10調査打ち切り)
NO.2 -6/3 6/4 -6/6 6/7ー?
NO.3 -5/30 5/31-6/2 6/2 -6/9 6/10一
NO.4 -5/20 5/21-5/26 5/27-6/5 6/6ー
1989年
NO.1 -5/29 5/30-6/4 6/5 -6/13 6/14-
NO.2 -5/25 5/26-5/30 5/31-6/7 6/8-
NO.3 -5/23 5/24-5/29 5/30-6/7 6/8ー
NO.4 -5/23 5/23-5/24 5/25-6/5 6/6ー
-155-






































1988年に40/0、1989年には木によって著しく異なり 1% -10% (平均



























表 3-8. 花序あたりの平均両性花数及び結果数。平均:!:S.E. (最小一最大)で示し
た。結果数については、 1986年は9月20日時点、の実の数とそれに 9月20日時点で確


















0.9 :!:O. 4(0-3) 
0.2:!:0.2(0-1) 6 % 
o 0% [10%] 
0.2:!:0.1(0-1) 15 %(4%) [10 %] 
訪花区全体 0.2:!:0.1(0-1) 10 %(5%) [10% ] 20 3.8:!:1.2(0-17) 0.4士0.2(0-3)
1 アミカケ区 2 
未受粉
2 アミカケ区 4 
未受粉
2 アミカケ区 l 
自家受粉
3 アミカケ区 7 
自家受粉

































o % [5 %] 
8 % 
訪花区全体 16 5.0:!:1.2(0-15) 0.2:!:0.2(0-4) 4 % [4 %] 
1989年




???? ??? ??? ? ? 3.3:!:2.9(0-12) 0 
10.2:!:3.6(3-22) 1.8:!:0.8(O-4) 
1.9:!:0.4(0-4) 
o % [10 %] 
17% [1%] 
O 克
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表 3-10. トチノキで 1986年'"1989年に採集した 564個体の訪花昆虫のうちわけ。[
]は採集個体数。 種名不明の種の内、 sp.番号は、 2章と共通で、 sp.?アルファ
ペットは 2章の調査では採集されなかった種。
半題目 [3]
メクラガメ sp.3 Miridae sp.3 [1] 
メクラガメ sp.7 Miridae sp.7 [2] 
長麹目 [1]
長題目 sp.2Mecoptera sp.2 [1] 
館麹目 [18]
アオスジアゲハ Graphiumsarpedon nipponum [1] 
ウスパシロチョウ Parnassiusglacialis [12] 
キンモンガ Psychostrophiamelanargia [3] 
クロスキパホウジャク Hemarisaffinis [2] 
双麹目 [53]
ケパエ sp.5Bibionidae sp.5 [1] 
ケパエ sp.6Bibionidae sp.6 [1] 
ケパエ sp.8Bibionidae sp.8 [1] 
オドリパエ sp.25Empididae sp.25 [8] 
セダカコガシラアプ Philopotanigroaenea [19] 
ホソヒメヒラタアプ Sphaerophoriamacrogaster [1] 
セスジヒラタアプ Melanostomascalare [2] 
クロヒラタアプ Pipizainornata [1] 
アイノオビヒラタアプ Epistoropheaino [3] 
ツマキモモプトハナアプ Penthesileaapicalis [3] 
ナルミハナアプ Narumyia narumy ia [1] 
シマハナアプ Eristaliscerealis [3] 
ハナアプ Eristalomya tenax [1] 
ハナアプsp.8 Syrphidae sp.8 [1] 
ハナアプsp.?ASyrphidae sp.?A [1] 
ハナアプsp.?CSyrphidae sp.?C [1] 
ハナアプsp.?DSyrphidae sp.?D [1] 
ハナアプsp.?ESyrphidae sp.?E [2] 
メパエ sp.1Connopidae sp.1 [1] 
ショウジョウパエ sp.7Drosophilidae sp.7 [1] 
ハナパエ sp.31Anthomyiidae sp.31 [lJ 
鞘題目 [107]
ホソアトキリゴミムシ Dromiusprolixus [1] 
コガシラツヤムネハネカクシ Quediusparviceps [3J 
ハネカクシ sp. Quedius sp. [1] 
ケプカクロコメツキ Ampedusvestitdus [2] 
アオジョウカイ Tremuscyanipennis [4] 
クビポソジョウカイ Podabrusheydeni [1] 
ウスイロクビポソジョウカイ Podabrus temporalis [6] 
アオハムシダマシ Anthromacraviriclissima [20] 
-165-
表 3-10. (つづき)
ハナノミ sp.8Mordellistena sp.8 [lJ 
クビナガムシ Cephaloonpallensa [59J 
モモプトカミキリモドキ Oedemeronialucidicollis [lJ 
ナガパヒメハナカミキリ Pidoniasignifera [lJ 
セスジヒメハナカミキリ Pidoniaamentata [lJ 
ヒメハナカミキリ Pidoniamutata [lJ 
ナガパヒメハナカミキリ Pidoniasignifera [lJ 
キパネニセパムシハナカミキリ Lemuladecipiens [lJ 
ピックニセハムシハナカミキリ Lemularufithorax [lJ 
リンゴコフキゾウムシ Phyllobiusarmatus [lJ 
ゾウムシ科 sp.5Curculionidae sp.5 [lJ 
膜麹自 [382J
ムネアカオオアリ Camponotusobscripes [lJ 
Lasioglossum (Lasioglossum) exiliceps [27J 
ヅマルツヤコハナパチ Lasiogloss四 (Lasioglossum)proximatum [3] 
Lasioglossum (Ctenonomia) sp.l [2J 
Lasioglossω ("Dialictusつsp.2 [lJ 
ニジイロコハナパチ Lasioglossum(Et.) apristum [23J 
ニッポンコハナパチ Lasioglossum(Et.) nipponense [lJ 
ツヤチビハナパチ Lasioglossum(El.) transpositum [11J 
ウヅキヒメハナパチ Andrena (Andrena) benefica [2J 
Andrena (Andrena) brevihirtiscopa [2J 
Andrena (Hoplandera) akitsushimae [2J 
Andrena (Hoplandera) dentata [3J 
Andrena (Simandrena) yamato [10J 
ヒラアシヒメハナパチ Andrena (Simandrena) opacifovea opacifovea [lJ 
ホウナガヒメハナパチ Andrena (Stenomelissa) halictoides [4J 
マメコパチ Osmiacornifrons [1] 
クマバチ Xylocopa (Alloxylocopa) appendiculata circumvolans [4J 
クロツヤハナパチ Ceratinamegastigmata [49J 
オオマルハナパチ Bombus(Bombus) hypocrita hypocrita [37J 
コマルハナパチ Bombus (乃rrobombus)ardens [44J 
ミヤママルハナパチ Bombus (Thoracobombus) honshuensis [32J 
トラマルハナパチ Bombus(Diversobombus) diversus diversus [11] 
ニホンミツバチ Apiscerana japonica [13] 
セイヨウミツバチ Apismellifera [98] 
-166-
ノ¥ナカミキリ類、ハナアブ類も多種訪花した。鱗麹目ではウスパシロチョ



































黄(1 -3) 赤 (5-8) 
20 (87覧) 3 (13 %) 
47 (89首) 6 (11弘)
166 (76 %) 52 (24 %) 











































































































12 9 6 
B型

























































































































































































































































































花蜜量の測定は、 1986年 4月25日18時'"'-'4月26日18時、同年 5月 7日





表 3-1 2 . 調査花序数
調査日 訪花区花序数 アミカケ区花序数
1986年 4月25日-26日 11 5 
5月 7日-8日 3 
1987年 5月 4日一 5日 12 4 















































































表 3-1 3. 花序ごとのつぼみ数の分布。
つぼみ数 アミカケ区花序数 訪花区花序数
2 l 。
3 8 6 
4 1 。
合計 10 6 





1 7 7 
2 5 10 
3 2 6 



















































16 20 4 12 
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表 3-1 5 ¥. ヒラドツツジ上で採集された 105個体の訪花性昆虫。[ ]内は採集個体数。
信麺目 Lepidoptera [2] 
アゲハ Papilioxuthus [2] 
箱麺目 Coleoptera [1] 
コアオハナムグリ Oxycetoniajucunda [1] 
膜麹目 Hymenoputera [96] 
-ハパチ
ルリチュウレンジ Arge similis Vollenhoven [1] 
.ハナパチ
ケプカハナパチ Anthophora pilipes villosula [1J 
ニッポンヒゲナガハナパチ Tetralonianippononens [35J 
クマバチ Xylocopa(Alloxyocopa) appendiculata circumvolans [11] 
オオマルハナパチ Bombus (Bombus) sapporensis [7J 
クロマルハナパチ Bombus (Bombus) ignitus [4J 
コマルハナパチ Bombus (乃rrobombus)ardens [6J 
ニホンミツバチ Apis CE'rana japonica [21J 
セイヨウミツバチ Apis melifera [3J 
パラハキリパチモドキ Megachile (Hegachile) tsur~ienisis [1J 
双麹目 Diptera [6] 
コガシラアプsp.Acroceridae sp. [1] 
ミパエ sp.Tephritidae sp. [2] 





































































































































































































































だけで考えると 5月6日20時から 5月 7日13日寺の17時間に0.7μfの蜜が分

























































































味深いことである(図 3-3 9) 0 1985年には正確な日周性は調べていな
いもののヒゲ、ナガハナパチやミツバチが採れたのは昼過ぎの暖かいときだ













































































































































をこbXi附 S-Cj，i -Ct，i)一Cci) (式4-4) 
消費死に対するもっとも簡単な定義式は式4-3からコストの項を除い
たものである。すなわち、




































































子O<=>S会 同一 9) 
式4-8より、





s (糖重量) s (糖重量)





(2) k < Cc 
h 。












k(Cf + Ct) s= ・・・・ (式4-1 2) 
k-Cc 
式4-1 1の右辺はkの一次式であり その係数は l である口。(C
f
+ CJ --













Cf +ICt : 

















































Cf.A + Ct，A > Cf.B + Ct，B) を考える (Heinrich，1976b， 1979参照)。
この条件のもとで、式4一4と式4一 6よりえられる方程式系、
3守ι=斗bX民町んλぷ(叫州(σ小Sト一 C吟らfμλ 一-C{らωt川~_A)μ)トμ一イCにらωC什JペA) 刷一 1川3幻) 
守子二=bX叫町XんB〆(aXB













































































































































































































































































































上記と同様に考えることにより、 Cf，B> Cf，cで、かつ、低温時はCば >>Ct，B



















































































































































































































てきた調査でも見いだされる場合が多い (Bawa，1983: Kochmer & Handel 
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